
新
規
受
託
業
務

４
月
か
ら
開
始

第
一
環
境

臼倉（大）新会長 臼倉会長

組
合
員
の
連
携
強
固
に

鈴
木
理
事
長
が
再
任

千水管

鈴木理事長

共
同
受
注
増
額
で
推
移

全
国
大
会
へ
準
備
着
々

浜管協

石田理事長

管
工
事
組
合
な
ど
総
会
　

地
域
水
道
支
え
る
使
命
新
た
に

組
合
員
の
要
望
実
現
へ

局
工
事
受
注
な
ど
推
進

三管協

星野理事長

藤
井
氏
が
社
長
に
就
任

水
み
ら
い
広
島
　

９
日
付

藤井社長

創
立

周
年
見
据
え

Ｗ
Ｓ
Ｐ
・

定
時
総
会

Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成
な
ど
継
続

一層の理解促進と信頼確保へ

漏
調
な
ど
製
品
を
紹
介

Ｊ

　

７
月

日
に
セ
ミ
ナ


臼
倉
会
長
が
勇
退

後
任
に
臼
倉︵
大
︶副
会
長
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千
葉
県
水
道
管
工
事
協
同

組
合
︵
鈴
木
賢
治
理
事
長
︶

は
５
月

日

通
常
総
会
を

開
き

令
和
８
年
度
事
業
計

画
案
な
ど
を
審
議

承
認
し

た


　
７
年
度
は
千
葉
県
企
業
局

か
ら
安
定
的
に
受
注
し

そ

の
遂
行
に
務
め
て
き
た

研

修
用
給
排
水
設
備
を

地
元

千
葉
県
建
築
設
備
高
等
技
術

専
門
校
の
授
業
や

Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
全
面
協
力
の
下
で
組
合

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
な

ど
で
活
用
し

技
能
向
上
を

図

た


　
８
年
度
は

引
き
続
き
千

葉
県
企
業
局
か
ら
の
受
注

と

そ
の
遂
行
を
進
め
る
ほ

か

定
期
的
な
会
合
を
通
じ

て
企
業
局
と
の
連
携
強
化

や

技
術
専
門
校
で
の
カ
リ

キ

ラ
ム
充
実
や
そ
の
入
校

促
進
な
ど
を
図

て
い
く


　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

た

鈴
木
理
事
長
は

担
い
手
不

足
や
エ
ネ
ル
ギ

価
格
の
上

昇
な
ど
水
道
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
つ
つ
﹁
こ

の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ

組
合
の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な

て
い

る
﹂
と
し
﹁
組
合
員
相
互
の

連
携
を
深
め

災
害
対
応
力

の
強
化

若
手
技
術
者
の
育

成

適
正
な
工
事
価
格
の
確

保
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め

な
が
ら
持
続
可
能
な
業
界
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
﹂
と
意
気
込
ん
だ


　
ま
た
役
員
改
選
で
は

鈴

木
理
事
長
を
再
任
し
た


　
横
浜
市
管
工
事
協
同
組
合

︵
石
田
隆
理
事
長
︶
は
５
月


日

第

回
通
常
総
会
を

開
き

令
和
７
年
度
事
業
・

決
算
報
告

８
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
な
ど
を
審

議
し

承
認
し
た

役
員
改

選
で
は
石
田
理
事
長
を
再
任

し
た


　
令
和
７
年
度
は

組
合
事

業
の
柱
と
な

て
い
る
横
浜

市
建
築
保
全
公
社
ら
か
ら
の

緊
急
修
繕
工
事
な
ど
の
共
同

受
注
事
業
は
前
年
度
よ
り
約


％
増
加
と
な

た

横
浜

市
水
道
局
か
ら
受
託
し
た
応

急
給
水
施
設
な
ど
の
保
守
点

検
業
務
も
堅
調
に
推
移
し
た

ほ
か

下
水
道
河
川
局
が
実

施
す
る
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練

に
参
加
し

行
政
と
の
関
係

づ
く
り
も
図

て
き
た


　
令
和
８
年
度
も

７
年
度

に
引
き
続
き
各
種
事
業
を
展

開
す
る

建
築
保
全
公
社
か

ら
の
共
同
受
注
に
つ
い
て

は

前
年
度
並
み
の
受
注
額

を
想
定
し
て
い
る

ま
た
災

害
協
力
事
業
で
は
水
道
局


下
水
道
河
川
局
と
の
間
で
協

定
に
基
づ
い
て
活
動
を
展
開

す
る

水
道
局
か
ら
は
５
５

０
カ
所
の
応
急
給
水
施
設
の

点
検
補
修
作
業
を
受
託
す
る

ほ
か

下
水
道
河
川
局
か
ら

は
マ
ン
ホ

ル
ト
イ
レ
１
２

０
カ
所
の
点
検
や
使
用
方
法

の
説
明
業
務
を
受
託
す
る


ま
た
今
年
は
全
国
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
の
全
国
大

会
が
横
浜
市
内
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
受
け

そ
の
準
備

も
進
め
る


　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
石
田

理
事
長
は

８
年
度
途
中
ま

で
な
が
ら
も
公
社
や
水
道

局

下
水
道
河
川
局
か
ら
の

受
注
が
堅
調
に
推
移
し
て
い

る
こ
と
を
喜
び
つ
つ

組
合

員
の
さ
ら
な
る
協
力
を
呼
び

掛
け
た

ま
た

今
年
の
全

国
大
会
の
開
催
地
が
横
浜
市

と
な
る
こ
と
か
ら

そ
の
準

備
状
況
を
示
し
つ
つ
﹁
︵
組

合
を
︶
大
い
に
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て

い
た
だ
く
一
大
事
業
﹂
と
述

べ

成
功
に
向
け
て
意
気
込

ん
だ


　
社
会
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
海
外
技
術
の
日
本
市
場
へ

の
導
入
を
手
掛
け
る
ジ

パ

ン
・
ト

エ
ン
テ

ワ
ン

︵
Ｊ


岸
本
賢
和
社
長
︶

は

水
道
事
業
体
向
け
の
対

面
セ
ミ
ナ

を
７
月

日
に

東
京
・
中
央
区
の
Ａ
Ｐ
日
本

橋
で
開
催
す
る

７
月

日

ま
で
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る

当
日
は

Ｊ

の
製
品

担
当
者
に
よ
る
講
演
や

実

機
の
展
示
な
ど
の
ほ
か

パ

ソ
コ
ン
上
で
シ
ス
テ
ム
の
管

理
画
面
を
映
し

稼
働
時
の

イ
メ

ジ
も
体
験
で
き
る


　
対
面
セ
ミ
ナ

は
今
回
で

３
回
目
と
な
る

テ

マ
は

﹁
衛
星
・
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
が

も
た
ら
す
施
設
管
理
の
新
潮

流
﹂
衛
星
を
活
用
し
た
水

道
管
の
漏
水
検
知
シ
ス
テ
ム

﹁
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
︵
ア
ス

テ
ラ
︶﹂
や

新
た
な
商
材

と
し
て
市
場
へ
の
投
入
を
目

指
す
非
開
削
で
漏
水
を
修
繕

す
る
﹁
Ｃ
ｕ
ｒ
ａ
ｐ
ｉ
ｐ
ｅ

︵
キ

ラ
パ
イ
プ
︶﹂
光
フ


イ
バ

を
用
い
た
管
路
の

漏
水
検
知
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｄ
Ａ

Ｌ
Ｉ
︵
ダ
リ
︶﹂
な
ど
漏
水

検
知
・
修
繕
に
関
す
る
も
の

の
ほ
か

Ａ
Ｉ
に
よ
る
管
路

の
リ
ス
ク
評
価

構
造
物
の

健
全
度
の
診
断

地
下
水
質

・
流
動
の
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
い

た
同
社
が
手
掛
け

る
幅
広
い
製
品
・
技
術
に
関

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

シ

ン

が
行
わ
れ
る

セ
ミ
ナ

終

了
後
に
は

会
費
制
で
の
意

見
交
換
会
を
実
施
す
る


　
詳
細
は
次
の
通
り


　︻
日
時
︼７
月

日︵
金
︶




時

分
︵
受
付
開
始

は

時
半
︶

　
︻
会
場
︼
Ａ
Ｐ
日
本
橋

︵
〒
１
０
３

０
０
２
７
　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３


６

２
　
日
本
橋
フ
ロ
ン
ト

６
階
︶

　
︻
対
象
︼
地
方
自
治
体
や

水
道
事
業
体
水
道
企
業
団


組
合
ま
た
は
官
公
庁
等
で


上
水
道
管
理
の
関
係
者
や
そ

の
行
政
に
関
わ
り
の
あ
る
者

　
︻
参
加
登
録
︼
事
前
予
約

制

Ｊ

の
ウ

ブ
サ
イ
ト

の
申
し
込
み
ボ
タ
ン
か
ら
参

加
登
録
が
可
能

参
加
は
先

着
順


　
︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
Ｊ


広
報
担
当
ま
で
︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ



｜
６
７
７
５
｜
７
４
５

０
Ｅ
メ

ル
m

kt@jap
an21.co.jp

︶

　
千
葉
県
上
下
水
道
イ
ン
フ

ラ
整
備
協
会︵
臼
倉
進
会
長
︶

は
５
月

日

社
員
総
会
を

開
き

令
和
８
年
度
事
業
計

画
案
な
ど
を
審
議

承
認
し

た

任
期
１
年
を
残
し
て
臼

倉
会
長
が
退
任
を
表
明

後

任
の
新
会
長
に
は
イ
ン
フ
ラ

整
備
協
の
臼
倉
大
介
副
会
長

が
就
任
し
た


　
７
年
度
は

千
葉
県
企
業

局
か
ら
の
配
水
管
整
備
工
事

の
受
注
額
が
約
２
１
６
億
円

に
上
る
な
ど
事
業
活
動
が
堅

調
に
推
移
し
た

配
水
管
工

事
に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ

ク

の
取
扱
い
を
千
葉
県
水
道
管

工
事
協
同
組
合
か
ら
イ
ン
フ

ラ
整
備
協
へ
移
し


年
ぶ

り
に
改
訂
し
た

能
登
半
島

地
震
を
踏
ま
え
た
既
存
の
災

害
協
定
の
改
定
に
も
取
り
組

み

千
葉
県
企
業
局

千
水

管

千
葉
県
水
道
管
整
備
工

事
業
協
同
組
合
と
の
間
で
協

議
を
続
け
て
い
る


　
８
年
度
は

引
き
続
き
災

害
協
定
の
改
定
に
向
け
た
協

議
を
進
め
る
な
ど

県
民
の

安
全
・
安
心
に
向
け
て
企
業

局
と
一
丸
と
な

て
取
り
組

む

ま
た
企
業
局
と
の
年
２

回
の
定
例
合
同
会
議
も
開
催

す
る
ほ
か

国
に
対
し
て
は

配
管
工
に
つ
い
て
電
気
工
並

み
の
単
価
に
な
る
よ
う
働
き

か
け
る

配
水
管
路
の
更
新

工
事
の
担
い
手
と
し
て
技
術

・
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た

め

資
格
取
得
に
向
け
た
研

修
会
・
講
習
会
を
開
催
す
る


　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

た

臼
倉
会
長
は

年
間
で
２
０

０
億
円
を
超
え
る
受
注
が
可

能
と
な

た
の
も
会
員
の
力

の
お
か
げ
と
感
謝
を
述
べ
つ

つ
﹁
県
民
の
水
道
料
金
の
一

部
を
局
が
配
水
管
の
布
設
工

事
に
回
し
て
い
る

そ
の
一

部
を
回
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
だ
か
ら

県
民
の
皆
さ

ま
に
は
命
を
か
け
て

全
力

で
水
道
管
の
復
旧

安
全
・

安
心
の
水
道
水
を
早
く
出
せ

る
よ
う
に
頑
張

て
い
た
だ

き
た
い
﹂
と
呼
び
掛
け
た


　
日
本
水
道
鋼
管
協
会
︵
Ｗ

Ｓ
Ｐ

会
長

福
田
一
美
Ｊ

Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社

長
︶
は
５
月

日

令
和
８

年
度
定
時
総
会
を
開
き

昨

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算


今
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

な
ど
を
決
議
し
た


　
来
年
１
月
に
創
立

周
年

を
迎
え
る
Ｗ
Ｓ
Ｐ
は
今
年

度

さ
ら
な
る
協
会
活
動
の

理
解
促
進
と
信
頼
確
保
に
努

め
る


　
昨
年
度

大
径
管
部
門
で

は

鋼
管
技
術
セ
ミ
ナ

を


事
業
体
等
で

回

Ｗ
Ｓ

Ｐ
講
演
会
を

月
に
神
戸


１
月
に
東
京
で
開
催
し
た


ま
た

１
０
０
年
鋼
管
の
普

及
拡
大
に
お
け
る
品
質
確
保

の
観
点
か
ら

施
工
管
理
者

を
対
象
に
﹁
長
寿
命
無
溶
剤

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料
塗
装
方

法
施
工
管
理
者
講
習
会
﹂
を



２
月
に
東
京


月
に

大
阪
で
開
催
し
た


　
３
月
策
定
の
﹁
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
製
角
形
配
水
池
設
計
指

針︵
耐
震
設
計
編
︶﹂︵
Ｗ
Ｓ
Ｐ

０
８
３
︶に
つ
い
て
は
８
月

に
新
規
発
刊

﹁
ス
テ
ン
レ

ス
・
フ
レ
キ
管
に
よ
る
中
小

口
径
管
路
更
新
方
法︵
Ｓ
Ｄ

Ｆ
工
法
︶計
画
・
施
工
指
針
﹂

︵
Ｗ
Ｓ
Ｐ
０
７
４
︶
﹁
立

坑
内
配
管
設
計
基
準
﹂︵
Ｗ

Ｓ
Ｐ
０
６
２
︶﹁
水
道
用
無

溶
剤
形
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料

塗
装
方
法
︵
現
場
溶
接
部
の

動
力
工
具
に
よ
る
下
地
処
理

と
塗
装
方
法
︶﹂︵
Ｗ
Ｓ
Ｐ
０

７
２
︶と﹁
長
寿
命
形
水
道
鋼

管
用
無
溶
剤
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

塗
料
塗
装
方
法
︵
現
場
溶
接

部
の
動
力
工
具
に
よ
る
下
地

処
理
と
塗
装
方
法
︶﹂︵
Ｗ
Ｓ

Ｐ
０
７
５
︶
を
改
訂
し
た


　
水
道
用
ジ

イ
ン
ト
コ


ト
︵
Ｊ
Ｗ
Ｗ
Ａ
　
Ｋ
　
１
５

３
︶
に
つ
い
て
は

製
造
中

止
通
知
を
受
け

調
達
に
支

障
を
来
さ
な
い
よ
う
Ｊ
Ｗ
Ｗ

Ａ
と
Ｗ
Ｓ
Ｐ
の
規
格
改
訂
に

反
映
す
べ
く
性
能
試
験
と
施

工
確
認
試
験
を
実
施
し
た


　
官
民
連
携
に
資
す
る
た
め

設
置
し
た
パ
イ
プ
・
イ
ン
・

パ
イ
プ
官
民
連
携
研
究
会
で

は
引
き
続
き

鋼
管
Ｐ
Ｉ
Ｐ

工
法
の
設
計
施
工
一
括
方
式

︵
Ｐ
Ｉ
Ｐ
｜
Ｄ
Ｂ
︶
導
入
の

手
引
き
策
定
に
向
け
た
検
討

を
行

た


　
埋
設
鋼
管
の
劣
化
に
関
す

る
共
同
調
査
・
研
究
に
つ
い

て
は

愛
知
県
企
業
庁
と
引

き
続
き
調
査
等
を
実
施
し
デ


タ
を
取
得

神
奈
川
県
内

広
域
水
道
企
業
団
と
は
調
査

に
向
け
た
調
整
等
を
行


た


　
そ
の
ほ
か

大
径
管
部
門

が
製
作
し
て
い
た
Ｗ
Ｓ
Ｐ
パ

ン
フ
レ

ト
の

総
合
パ
ン

フ
レ

ト
へ
の
全
面
改
訂

や

新
規
規
格
の
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
製
角
形
配
水
池
設
計
指

針
︵
耐
震
設
計
編
︶
リ

フ

レ

ト
の
作
成
と
鋼
製
配
水

池
パ
ン
フ
レ

ト
の
改
訂
を

行
い
配
布
す
る
な
ど
情
報
提

供
に
努
め
た


　
小
径
管
部
門
で
は

建
築

設
備
配
管
技
術
セ
ミ
ナ

を

８
回
実
施
し
た


　
ま
た
﹁
消
火
用
硬
質
塩
化

ビ
ニ
ル
外
面
被
覆
鋼
管
﹂

︵
Ｗ
Ｓ
Ｐ
０
４
１
︶
を
改
正

し
建
築
設
備
用
鋼
管
・
配
管

マ
ニ

ア
ル
を
新
規
作
成


Ｗ
Ｓ
Ｐ
　
０
１
１
｜
２
０
１

８
﹁
フ
ラ
ン
ジ
付
硬
質
塩
化

ビ
ニ
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
﹂

を
は
じ
め
と
す
る
Ｗ
Ｓ
Ｐ
規

格
の
改
正
に
向
け
た
検
討
も

行

た


　
さ
ら
に

巡
回
Ｐ
Ｒ
と
し

て

技
術
セ
ミ
ナ

に
合
わ

せ
各
地
の
建
築
行
政
部
署
や

建
築
設
計
・
施
工
の
業
界
団

体
等
を
訪
問
し

建
築
設
備

配
管
用
鋼
管
等
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
た


　
今
年
度
は

大
径
管
部
門

で
は

鋼
管
技
術
セ
ミ
ナ


を
年

回
を
目
標
に
開
催
す

る


　
協
会
内
委
員
会
の
﹁
Ｊ
Ｉ

Ｓ
改
正
特
別
委
員
会
﹂で
は


今
年
度
の
水
輸
送
用
鋼
管
に

関
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
改
正
原

案
の
作
成
に
向
け
た
検
討
等

を
進
め
る


　
ま
た

２
０
２
２
年
改
訂

の
﹁
水
道
施
設
耐
震
工
法
指

針
・
解
説
﹂︵
日
本
水
道
協

会
︶
と
整
合
を
図
る
べ
く


関
連
す
る
Ｗ
Ｓ
Ｐ
技
術
資
料

の
改
正
を
検
討
す
る


　
小
径
管
部
門
で
は

建
築

設
備
配
管
技
術
セ
ミ
ナ

を

年
８
回
を
目
標
に
開
催
す

る


　
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
の
原
管

と
な
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｇ
　
３
４

５
２
に
つ
い
て
は

そ
の
改

正
を
踏
ま
え

引
用
し
て
い

る
Ｗ
Ｓ
Ｐ
規
格
の
改
正
検
討

を
行
う


　
今
回
の
役
員
改
選
に
よ
る

新
任
役
員
は
次
の
通
り


　
理
事

宮
原
利
通
フ
ソ
ウ

取
締
役
常
務
執
行
役
員

旭

祐
二
日
本
製
鉄
鋼
管
事
業
部

鋼
管
営
業
部
鋼
管
室
長

監

事

鎌
田
善
幸
東
亜
外
業
営

業
部
営
業
第
二
課
課
長

　
福
田
会
長
は

Ｗ
Ｓ
Ｐ
が

来
年
１
月
に
創
立

周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
言
及
し
﹁
今

日
の
私
た
ち
の
使
命
は

先

人
た
ち
が
築
い
た
草
創
期
の

水
イ
ン
フ
ラ
を
持
続
可
能
な

形
で
後
世
に
残
し
て
い
く
こ

と

皆
さ
ま
の
知
恵
を
結
集

す
れ
ば

必
ず
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る

鋼
管

の
積
極
的
な
採
用
に
つ
な
が

る
よ
う

技
術
Ｐ
Ｒ
や
情
報

発
信
な
ど
精
一
杯
活
動
し
て

い
き
た
い
﹂と
意
気
込
ん
だ


　
◎
漏
水
修
繕
技
術
で
無
償

実
証
を
開
始
　
Ｊ

◎

　
Ｊ

で
は

非
開
削
で
漏

水
を
修
繕
す
る
﹁
Ｃ
ｕ
ｒ
ａ

ｐ
ｉ
ｐ
ｅ
︵
キ

ラ
パ
イ

プ
︶﹂に
つ
い
て
水
道
事
業

体
で
の
実
証
事
業
を
行
う


フ


ル
ド
を
提
供
す
る
意

思
の
あ
る
水
道
事
業
体
を
募

集
し

実
証
に
係
る
費
用
を

同
社
が
負
担
す
る

事
業
総

額
は
約
５
０
０
０
万
円
を
見

込
む

７
月

日
に
開
催
す

る
対
面
セ
ミ
ナ

の
中
で


説
明
会
を
行
う


　
キ

ラ
パ
イ
プ
は

特
殊

な
硬
化
剤
を
二
つ
の
ピ
グ
で

挟
ん
だ
状
態
で
管
路
内
に
投

入
し

内
部
か
ら
穴
や
ひ
び

割
れ
を
塞
ぐ
こ
と
で
漏
水
を

修
繕
す
る
技
術

施
工
に
掘

削
を
伴
わ
な
い
た
め

環
境

的
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る


　
第
一
環
境
︵
玉
木
孝
一
社

長
︶
は
４
月
か
ら

奈
良
市

企
業
局
よ
り
料
金
収
納
や
給

排
水
設
備
に
関
す
る
業
務
等

の
受
託
を
新
た
に
開
始
し

た

ま
た

奈
良
県
広
域
水

道
企
業
団
に
つ
い
て
は

構

成
団
体
の
う
ち
大
和
高
田

市

橿
原
市

桜
井
市

宇

陀
市

明
日
香
村
に
加
え


高
取
町
が
受
託
エ
リ
ア
に
加

わ

た


　
同
企
業
局
か
ら
は
具
体
的

に

▽
水
道
メ

タ

の
計

量
・
取
替
▽
開
閉
栓
▽
窓
口


電
話
問
合
せ
対
応
▽
料
金
収

納
︵
企
業
局
か
ら
直
接
請
求

し
て
い
る
人
の
み
︶
▽
給
排

水
設
備
に
関
す
る
業
務



を
令
和

年
３
月
ま
で
受
託

し
て
い
る


　
同
企
業
団
か
ら
は
具
体
的

に

同
町
域
に
お
け
る
水
道

メ

タ

検
針
お
よ
び
水
道

営
業
窓
口
補
助
業
務
を
今
年

度

受
託
し
て
い
る


　
水
み
ら
い
広
島
は

９
日

付
で
同
社
の
坂
谷
隆
太
代
表

取
締
役
社
長
が
退
任
し

後

任
に
藤
井
輝
典
氏
が
就
い
た

こ
と
を
発
表
し
た


　
藤
井
社
長
は
就
任
に
際
し

﹁
当
社
は

２
０
２
５
年
度

か
ら
更
新
工
事
や
災
害
復
旧

工
事
に
も
業
務
範
囲
を
広
げ

る
な
ど

運
転
管
理
に
と
ど

ま
ら
な
い
総
合
運
営
へ
と
歩

み
を
進
め
て
い
る

﹃
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
か
ら
水
の

み
ら
い
を
創
造
す
る
﹄
と
い

う
経
営
理
念
の
も
と

地
域

の
水
を
守
り
な
が
ら
全
国


そ
し
て
世
界
の
水
道
事
業
の

持
続
可
能
性
に
貢
献
す
べ

く

全
社
一
丸
と
な

て
挑

戦
し
続
け
る
﹂と
し
て
い
る


　
︻
藤
井
輝
典
︵
ふ
じ
い
・

て
る
の
り
︶
氏
の
略
歴
︼
昭

和

年
荏
原
イ
ン
フ

ル
コ

入
社

水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
営
業
本
部
本
部

長

水
ｉ
ｎ
ｇ
支
店
統
括
本

部
本
部
長
兼
水
み
ら
い
広
島

担
当
部
長
な
ど
を
経
て

今

年
６
月
９
日
代
表
取
締
役
社

長
就
任
昭
和

年
生
ま
れ


東
京
都
出
身


　
三
多
摩
管
工
事
協
同
組
合

︵
星
野
護
理
事
長
︶
は
５
月


日

立
川
市
内
で
第

回

通
常
総
会
を
開
き

令
和
７

年
度
の
事
業
報
告
や
８
年
度

の
事
業
計
画
な
ど
８
議
案
を

承
認
し
た


　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

た

星
野
理
事
長
は
昨
年
度
に
お

け
る
取
組
み
の
成
果
等
を
挙

げ
つ
つ
﹁
組
合
の
社
会
的
役

割
は
ま
す
ま
す
高
ま

て
い

る
﹂
と
強
調
し
た

ま
た

﹁
管
工
事
業
界
は

地
域
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
使
命

を
担

て
い
る
﹂
と
続
け


組
合
員
の
継
続
的
な
協
力
を

呼
び
掛
け
た


　
７
年
度
は

東
京
都
が
実

施
し
た
８
年
度
予
算
に
対
す

る
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

多

摩
地
区
水
道
の
強
靱
化
推
進

と
地
元
事
業
者
の
経
営
基
盤

維
持

安
定
的
事
業
量
の
確

保
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
た

送
配
水
管
の
耐
震
強

化
や
私
道
内
給
水
管
整
備
等

に
つ
い
て
８
年
度
予
算
で

は

７
年
度
の
３
０
６
億
円

よ
り
９
億
円
増
の
３
１
５
億

円
と
な
り

事
業
量
を
確
保

し
た


　
ま
た

組
合
事
業
を
拡
充

し

管
工
事
の
共
同
受
注
事

業
を
行
え
る
よ
う

一
般
建

設
業
許
可
と
東
京
都
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者

令
和

７

８
年
度
東
京
都
競
争
入

札
参
加
の
資
格
を
取
得

平

成

年
に
始
動
し

令
和
３

年
度
か
ら
新
体
制
と
し
て
再

始
動
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ

ン
タ

で
は
前
年
度
比
で
受

付
件
数
は
約

％

手
数
料

収
入
は
約

％
増
と
な


た


　
防
災
訓
練
で
は

東
京
都

主
催
の
総
合
防
災
訓
練
に
参

加
し

大
規
模
災
害
発
生
を

想
定
し
た
配
水
管
漏
水
の
応

急
復
旧
作
業
な
ど
の
実
践
的

訓
練
を
行

た


　
技
能
・
人
材
育
成
事
業
で

は
技
能
検
定︵
建
築
配
管
︶

・
給
水
装
置
工
事
配
管
技
能

検
定
会
へ
の
支
援
と
講
習
会

を
実
施
し

若
手
技
能
者
の

育
成
に
努
め
た


　
８
年
度
は
引
き
続
き

東

京
都
水
道
局
・
東
京
水
道
と

の
連
携
を
図
り

組
合
員
要

望
の
実
現
に
努
め
る
ほ
か


防
災
訓
練
や

東
京
都
水
道

局
が
全
国
の
被
災
地
に
迅
速

か
つ
円
滑
に
応
援
が
で
き
る

よ
う
創
設
し
た
﹁
東
京
水
道

災
害
救
援
隊
﹂
に
協
力
し
て

い
く

技
能
検
定
︵
建
築
配

管
︶
へ
の
支
援
等
も
継
続
す

る


　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ


で
は
令
和
７
年
度
に

入
電

数
の
増
加
に
対
応
可
能
な
登

録
員
が
不
足
し
キ

ン
セ
ル

と
な

た
依
頼
が
あ

た
こ

と
を
受
け

今
後
の
組
合
事

業
収
入
の
要
と
な
る
よ
う
体

制
強
化
へ
の
注
力
を
継
続
し

て
い
く


　
ま
た

東
京
都
水
道
局
発

注
工
事
の
受
注
を
推
進
し
て

い
く


　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
来

賓
か
ら

都
議
会
自
由
民
主

党
多
摩
水
道
事
業
政
策
研
究

会
の
伊
藤
し

う
こ
う
会

長

同
組
合
の
こ
い
そ
明
特

別
顧
問

東
京
都
水
道
局
多

摩
水
道
改
革
推
進
本
部
の
豊

田
義
博
本
部
長
が
祝
辞
を
述

べ

東
京
水
道
の
石
井
英
男

取
締
役
副
社
長
が
乾
杯
の
音

頭
を
執

た



